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【高知県の方言区画】 高知県方言は、東部・中部の

「土佐方言」（「高知方言」とも呼ばれる）と西部の

「幡多方言」に大きく二分される。「東ことば」「西

ことば」と呼び分けられることもある（吉田 1982）。

その境界は旧幡多郡（幡多方言側）と旧高岡郡（土

佐方言側）の境界とほぼ重なるが、旧幡多郡佐賀町

は土佐方言に属し、旧高岡郡檮原（ゆすはら）町は

幡多方言に入る。現在は、高岡郡窪川町と幡多郡大

正町が合併して高岡郡四万十町になったため、四万

十町の真ん中を方言区画の境界線が走るという状況

になっている。 

 土佐方言と幡多方言を分ける最も大きな特徴とし

て、土佐方言が京阪式アクセント（または京阪式に

準ずるアクセント）であるのに対して、幡多方言が

（内輪）東京式アクセントであることがあげられる。

表現法の点では、原因・理由の接続助詞で土佐方言

は「-キニ（キン）」を使うのに対して、幡多方言は

「-ケニ（ケン）」を使うこと、アスペクト表現で土

佐方言は「降りユー/降りヨウ/降りヨル」「降っチュ

ー/降っチョウ/降っチョル」（「降りヨウ・降っチョ

ウ」は長音ではなく二重母音で発音される）を用い

るのに対して、幡多方言は「降りユー」「降っチュー」

を用いないこと、やさしい命令表現で土佐方言は「行

きや・見（ー）や」といった「連用形＋ヤ」の形を

用いるのに対して、幡多方言では「行ったや・見た

や」のような「過去形＋ヤ」の形を用いることなど

があげられる。 

 なお、幡多方言は隣接する愛媛県宇和地方（宇和

島市以南）の方言とアクセントが共通するため、「渭

南方言区」としてまとめられることもある。また、

土佐方言のうち東部の沿岸地域は、否定表現に「行

カヘン/行ケヘン」を用いるなど阿波方言と共通する

特徴が見られることもある。 

【宿毛市方言について】 宿毛（すくも）市は高知県の

西部に位置し、中村市（現・四万十市）や土佐清水

市とともに幡多方言域に入る。 

【表記について】 老年層話者は、「鈴」[suzu] vs. 「水」

[mi˜du]や、「富士」[ɸuʒi] vs.「藤」[ɸu˜dʒi]のように、

入りわたりの鼻音と子音の音価で四つ仮名を区別す

ることもある。しかし、老年層のみに観察される現

象なので、ここでは、[ʒi][ dʒi]どちらも「ジ」と表記

し、[zu][du]どちらも「ズ」と表記する。また、入り

わたり鼻音に関しても、有声子音[g][d]に付随する現

象であるため、特に表記していない。 

【調査概要】 本稿の記述は、先行研究の記述（参考文

献参照）に加えて、以下の 3 名に対する調査の結果

をもとにしている。話者 1：1924 年生まれ、外住歴

なし。話者 2：1952 年生まれ、女性、0 歳〜18 歳：

高知県宿毛市、18 歳〜20 歳：大阪府、20 歳〜29 歳：

神奈川県、29 歳〜調査時：高知県宿毛市。話者 3：

1984 年生まれ、男性、外住歴なし。なお、宿毛市が

属する幡多地方の方言は、愛媛県西南部との共通点

が多いため、愛媛県宇和島方言の記述を参考にした

ところもある。用例は、昔話資料、談話資料、先行

研究の記述にあげられている例文などから引用した

（用例出典参照）。引用に際しては、原文の表記方法

のまま引用した。したがって、「キレイヂャ」のよう

に、長音や四つ仮名の表記が本文と異なることがあ

る。 
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高知県宿毛市方言の活用表 

《動詞》 

 多段一般型 
書く 

多段特殊型 
死ぬ 

一段型 
見る 

来る する 

終 

止 

類 

断定非過去 カク シヌル 

シヌ 

ミル クル スル 

断定過去 カイタ シンダ ミタ キタ シタ 

命令 カケ シネ ミロ 

ミレ 

ミヨ 

コイ シヨ 

セヨ 

セレ 

禁止 カクナ 

カカレン 

シヌルナ 

シヌナ 

シナレン 

ミルナ 

ミラレン 

クルナ 

コラレン 

スルナ 

セラレン 

意志 カコー シノー ミロー コー 

コヨー 

シヨー/ショー 

 

推量 カクロー 

カクジャロー 

シヌルロー 

シヌロー 

シヌルジャロー 

シヌジャロー 

ミルロー 

ミルジャロー 

クルロー 

クルジャロー 

スルロー 

スルジャロー 

 過去推量 カイツロー シンズロー ミツロー キツロー シツロー 

接 

続 

類 

連体非過去 カク シヌル 

シヌ 

ミル クル スル 

連体過去 カイタ シンダ ミタ キタ シタ 

中止 カイテ 

カイチ 

シンデ 

シンジ 

ミテ 

ミチ 

キテ 

キチ 

シテ 

シチ 

仮定 カケバ 

カキャー 

シヌリャー 

シネバ 

シニャー 

ミレバ 

ミリャー 

クレバ 

クリャー 

スレバ 

スリャー 

派 

生 

類 

否定 カカン シナン ミン コン セン 

丁寧 カキマス シニマス ミマス キマス シマス 

使役 カカス 

カカサス 

シナス 

シナサス 

ミサス 

ミラス 

ミラサス 

コサス 

コラス 

コラサス 

サス 

セラス 

ササス 

セラサス 

受身 カカレル シナレル ミラレル コラレル サレル 

セラレル 

可能 カケル 

カケレル 

シネル 

シネレル 

ミレル 

ミレレル 

コレル 

コレレル 

《デキル》 

セレル 

尊敬 カカレル 

カキナサル 

シナレル 

シニナサル 

ミラレル 

ミナサル 

コラレル 

キナサル 

《オイデル》 

サレル 

シナサル 

継続 カキヨル 

カイチョル 

シニヨル 

シンジョル 

ミヨル 

ミチョル 

キヨル 

キチョル 

シヨル 

シチョル 

希望 カキタイ シニタイ ミタイ キタイ シタイ 

のだ カクガ（ジャ） シヌルガ（ジャ）

シヌガ（ジャ） 

ミルガ（ジャ） クルガ（ジャ） スルガ（ジャ） 
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多段型動詞の基幹音便形 

語幹末 
子音 

語例 
活用形例 
（過去形） 

作り方 

k 
 
g 
s 
 

t/c 
n 
b 
m 
r 

w/ø 

書く 
 
嗅ぐ 
出す 
 
立つ 
死ぬ 
飛ぶ 
飲む 
切る 
買う 

kak·u 
 
kag·u 
das·u 
 
tac·u 
sin·u 
tob·u 
nom·u 
kir·u 
ka(w)·u 

カイ-タ 
 
カイ-ダ 
ダシ-タ 
ダイ-タ 
タッ-タ 
シン-ダ 
トン-ダ 
ノン-ダ 
キッ-タ 
コー-タ 

k を i にする。「行く」ik·u は k を Q（促音）にし「イッ-タ」あ

るいは k を除いた「イ-タ」になる。 
g を i にする。-タが-ダになる。 
音便形をとらず、基幹イ段形を用いる、または、 
s を i にする。 
t/c を Q（促音）にする。 
n を N（撥音）にする。-タが-ダになる。 
b を N（撥音）にする。-タが-ダになる。 
m を N（撥音）にする。-タが-ダになる。 
r を Q（促音）にする。 
w が ø（子音なし）に。w の前の母音が a の場合は o に変える。

 

《形容詞・形容名詞述語・名詞述語》 

 赤い 静か（だ） 学生［ガクセー］（だ） 
終 
止 
類 

断定非過去 アカイ シズカナ 学生（ゼ） 
断定過去 アカカッタ シズカナカッタ 

シズカジャッタ 
学生ジャッタ 

推量 アカイロー 
アカカロー 

シズカナロー 
シズカジャロー 

学生ジャロー 

過去推量 アカカッツロー 
アカカッタジャロー 

シズカナカッツロー 
シズカジャッツロー 
シズカジャッタロー 

学生ジャッツロー 
学生ジャッタロー 

接 
続 
類 

連体非過去 アカイ シズカナ 《学生ノ》 
連体過去 アカカッタ シズカナカッタ 学生ジャッタ 
中止 アコーテ シズカデ 学生デ 
仮定 アカケリャー 

アカカッタラ 
シズカナラ（バ） 
シズカナケリャー 
シズカナカッタラ 

学生ナラ（バ） 
学生ジャッタラ 

派 
生 
類 

否定 アコーナイ シズカデナイ 
シズカジャナイ 

学生デナイ 
学生ジャナイ 

なる アコナル シズカニ 学生ニ 
丁寧 アカイデス シズカデス 学生デス 
のだ アカイガ（ジャ） シズカナガ（ジャ） 学生ナガ（ジャ） 

 

１．動詞の活用の特徴 

（１）活用型と語類の対応 

 規則的な活用型として基幹多段型（以下「多段型」）

と基幹一段型（以下「一段型」）がある。おおよそ、

多段型には a 類のうち「書く」「居（お）る」類、一

段型には b 類（「見る」「起きる」「開ける」類）動詞

が所属する。 

 多段型の基幹には、ア・イ・ウ・エ・オ段の 5 形、

および音便形がある。音声的な融合によってア段拗

音になることもある。「カク」（書く）の場合、カカ-

ン（kak·a-N）、カキ-タイ（kak·i-ta-i）、カク（kak·u）、

カケ（kak·e）、カコ（ー）（kak·o(R)）、カイ-タ（kai·ta）、

カキャー（kak·jaR）などがある。語幹末子音には、

k（カ行）、g（ガ行）、s（サ行）、t（ダ行）、b（バ行）、

m（マ行）、r（ラ行）、w（ワ行）がある。語例は、

表「多段型動詞の基幹音便形」を参照されたい。 

 多段型に近いが、やや不規則な活用をする動詞に、

語幹末が n（ナ行）の「シヌル」（死ぬ）と「イヌル」

―  129  ―



全国方言文法辞典資料集(3) 活用体系(2) 

（帰る）がある。「カク」等を「多段一般型」とする

のに対し、この 2 語を「多段特殊型」とする（両者

を区別する必要がない場合、単に「多段型」とする）。

「シヌル」を例にすると、否定形シナ-ン（sin·a-N）、

希望形シニ-タイ（sin·i-ta-i）、断定非過去形・連体非

過去形シヌ（sin·u）など、多くは多段型と同じ活用

形となるが、断定非過去形・連体非過去形シヌ-ル

（sin·u-ru）、仮定形シヌ-リャー（sin·u-rjaR）、およ

び 、 前 者 を基 本 と す る禁 止 形 シ ヌ - ル = ナ

（sin·u-ru=na）、推量形シヌ-ル=ロー（sin·u-ru=roR）

などで、ウ段形シヌ（sin·u）にラ行で始まる接辞ル・

リャーが付く形が現れる。古典語の「ナ行変格活用」

の特徴を持つと言える。なお、若年層ではナ変活用

的な形は使われなくなっており、「シヌ」は規則的な

多段型になりつつある。また、動詞「イヌ」は使わ

れなくなり、代わりに「カエル」（帰る）を用いるよ

うになってきている。 

 一段型には、ミ-ル（mi-ru）、オキ-ル（oki-ru）な

ど基幹がイ段の動詞と、ネ-ル（ne-ru）、アケ-ル（ake-ru）

など基幹がエ段の動詞がある。一段型の活用形のう

ち、多段型の r 語幹動詞に対応した形は、「ミル」を

例にすると、断定非過去・連体非過去形ミ-ル（mi-ru）、

およびそれを基本とする禁止形ミ-ル=ナ（mi-ru=na）、

推量形ミルロー（mi-ru=roR）、命令形ミ-レ（mi-re）、

意志形ミ-ロー（mi-roR）、仮定形ミ-レバ（mi-reba）・

ミ-リャー（mi-rjaR）、使役形ミ-ラス（mi-rasu）、受

身・尊敬形ミ-ラレル（mi-rareru）、可能形ミレル

（mi-reru）・ミレレル（mi-rereru）であり、共通語よ

りも r 語幹化が進んでいる。 

 不規則な活用をする動詞として、「クル」（来る）、

「スル」（する）がある。ともに一段型に近い活用を

するが、「クル」は、キ-タ（k·i-ta）、ク-ル（k·u-ru）、

コ-イ（k·o-i）などのように、基幹が「キ」「ク」「コ」

の 3 段に、「スル」は、サ-レル（s·a-reru）、シ-タ（s·i-ta）、

ス-ル（s·u-ru）、セ-ン（s·e-N）などのように、基幹

が「サ」「シ」「ス」「セ」の 4 段にわたる。また、意

志形ショー（s·joR）のように、音声的な融合により

オ段拗音になることもある。また、「スル」は命令形

にシ-ヨ・セ-ヨがある点で一段型との類似がみとめ

られる。一方で、命令形セ-レ、使役形セ-ラス、可

能形セ-レルがある点で、「ser」を語幹とする r 語幹

化が進んでいるとみることもできる。 

 

（２）各活用形の特徴 

〈断定非過去形〉 

 断定非過去形は共通語と同じで、多段型動詞では

ウ段形の「カク」「シヌ」、一段型動詞では基幹にル

を付した「ミル」、「来る」「する」でウ段形にルを付

した「クル」「スル」となる。 

 多段特殊型には「シヌル」など「ウ段形＋ル」が

あり、ウ段形「シヌ」と併用されている。中年層ま

では「シヌル」を使用することが多いが、若年層で

は「シヌ」の方が多い。多段特殊型動詞には「イヌ

ル・イヌ（往ぬ）」もあるが、中年層以下では「帰る」

を代わりに使用し、「イヌル・イヌ」は使われなくな

ってきている。 

  ・エライ オソーナッタケン モー ワシャー イ

ヌルゼ（ずいぶん遅くなったからもう私は帰

るよ。）（大方） 

 断定非過去形と後ろに続く終助詞が融合して、「カ

カーヨ」（＜カクワヨ）の形になることがある。 

  ・「あれが黄金か。あんなもんなら、わしの炭が

まのまわりになんぼでもあらあよ。まあつい

てきてみよや。」（あれが黄金か。あんな物な

ら、わしの炭窯の周りにいくらでもあるよ。

まあついてきてみろよ。）（昔話・中村市奥鴨

川・「炭焼き長者」） 

  ・ハー キョー ワシモー サシカカッタ シゴト

ガ アルノジャガ マ ツゴーデ マタ ナニヨ 

ノチン デテ イカー（はあ、今日、私も差し

迫った仕事があるのだが、まあ都合で、また、

なんです、後で出て行くよ。）（大月） 

〈断定過去形〉 

 断定過去形は、多段型動詞は基幹音便形に、一段

型動詞は基幹（＝語幹）に、「来る」「する」はそれ

ぞれイ段形「キ」「シ」に、「タ」を接続する。多段

型 s 語幹動詞が「ダイタ（出した）」のようにイ音便

形をとることもある。 

  ・そこいいちべんを放いたと。（そこに行ってべ

ん［＝犬の名前］を放したと。）（昔話・宿毛

市山奈町・「白べん黒べん」） 

 なお、多段型 k 語幹動詞「行く」は「イタ」とな

り、促音便化しないことがある。また、一段型動詞

の「着る」だけは「キータ」のように基幹（語幹）
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が長音化し、「来る」の過去形「キタ」と差別化され

る。同じ 1 拍の基幹を持つ「見る」「寝る」が長音化

することはない。ただし、「煮た・似た」や「寝た」

が長音化するという記述もある（吉田 1982：432）。 

 「する」の過去形「シタ」は、/s/ > /h/の変化によ

り「ヒタ」、さらに/h/が脱落して「イタ」となるこ

とがある。 

  ・ハズミモ ヒター アノ トキラニャ オマエ（盛

んでもあった［直訳：はずみもした］、あの

時などには、おまえ。）（大月） 

 また、「タ」が後続の終助詞と融合して「ト」にな

ることがある。 

  ・センセーニワ ユーケン ユーテ イトーネー

（先生には言うから（と）言っていきました

よねえ。）（大月） 

〈命令形〉 

 命令を表す形は 2 種類ある。一つはぞんざいな命

令形で、多段型動詞では「カケ」などのエ段形、一

段型動詞では「ミヨ」「オキヨ」など基幹（語幹）に

「ヨ」を付けた形と、「ミロ」「ミレ」、「オキロ」「オ

キレ」のように基幹に「ロ」「レ」を付けた形がある。

「来る」は不規則な「コイ」のみである。「する」に

は、「シ」「セ」に「ヨ」を付けた「シヨ」「セヨ」が

ある。これに加えて、「セレ」も用いられており、共

通語よりも r 語幹化が進んでいる。なお、「シヨ」「セ

ヨ」は老年層が使うという意識があり、若年層は「セ

レ」を用いる傾向にある。 

  ・「あれが黄金か。あんなもんなら、わしの炭が

まのまわりになんぼでもあらあよ。まあつい

てきてみよや。」（あれが黄金か。あんな物な

ら私の炭窯の周りにいくれでもあるよ。まあ

付いてきてみろよ。）（昔話・中村市奥鴨川・

「炭焼き長者」） 

  ・「よっし。こんだー、ごんやれ、まけなよ。」

（よし、今度はごんがやれ。負けるなよ。）（昔

話・幡多郡佐賀町・「えんこうずもう」） 

 もう一つの命令形は「カイタヤ」「ミタヨ」のよう

なやさしい命令形である。これは、断定過去形に

「ヤ・ヨ」を付けた形を用いる。 

  ・「はよう、たすけてくれたや。」（早く助けてお

くれ。）（昔話・中村市有岡・「えんこ」） 

  ・チト アソビニ キターヨー（ちょっと遊びに

来なさいよ。）（大方） 

  ・マー ソノ トキニア アノ ナンチャ ナイケン

ド ヨブ ツモリヂャケン ゼヒ キテ クレタ

ヤー（まあ、その時には、何もないけど、招

待するつもりだから、ぜひ来てくださいよ。）

（大方） 

〈禁止形〉 

 禁止形には、ぞんざいな禁止形と 2 種類のやさし

い禁止形がある。ぞんざいな禁止形は、断定非過去

形に「ナ」を付け、「カクナ・ミルナ・クルナ・スル

ナ」という形を用いる。やさしい禁止形の一つは、

多段型動詞はイ段形、一段型動詞は基幹、「くる」「す

る」はそれぞれ「キ」「シ」に「ナ」を付加した、「カ

キナ・ミナ・キナ・シナ」という形をとる。この禁

止形とぞんざいな禁止形は、どちらも終助詞「ヨ・

ヤ」を後続させることが多い。 

  ・「よっし。こんだー、ごんやれ、まけなよ。」

（よし、今度はごんがやれ。負けるなよ。）（昔

話・幡多郡佐賀町・「えんこうずもう」） 

 もう一つのやさしい命令形は、多段型動詞のア段

形「カカ」に「レン」、一段型動詞の基幹、「来る」

の「コ」、「する」の「セ」に「ラレン」を付ける。

この形は可能形と似ているが、当該方言の可能形は

「カケン/カケレン・ミレン/ミレレン・コレン/コレ

レン」となるため、混同することはない。 

  ・コドモワ ミラレン。（子供は見てはいけない。）

（方言） 

  ・モー セラレンゾネ。（もうしてはいけないで

すよ。）（方言） 

〈意志形〉 

 多段型動詞はオ段長音形、一段型動詞は「ミヨー」

など基幹に「ヨー」を付ける形と、「ミロー」など基

幹に「ロー」を付ける形が併存する。若年層は「ミ

ロー」「オキロー」の形だけを使う傾向にあり、一段

型動詞の r 語幹化が進んでいると言える。「来る」は

「コー」と「コヨー」が併存する。「する」には、「シ

ヨー」と、その音声的縮約形である「ショー」があ

る。 

  ・モー ネロー。（もう寝よう。）（方言） 

  ・ソトエ デロー。（外へ出よう。）（方言） 

  ・こりゃあいかん、きょうはもういのうつこと

で、山をおりよったらねや、（これはいけな
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い、今日はもう帰ろうということで、山を下

りていたらね、）（昔話・宿毛市山奈町・「白

べん黒べん」） 

  ・マー ソンデモ イッパイ ツケロカノーシ（ま

あ、それでも一杯つけましょうかねえ。）（大

方） 

〈推量形〉 

 推量形は、断定非過去形に「ロー」または「ジャ

ロー」「ヤロー」を付ける。「ロー」を付す形が伝統

的であり、「ジャロー／ヤロー」を付す形は新しい。

老年層は「ジャロー」、若年層は「ヤロー」を用いる

傾向がある。 

  ・あのねや、山田（宿毛市山奈町山田）のおく

に権現駄場つとこあんろうが。（あのね、山

田の奥に権現駄場というところがあるだろ

う。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・「えんこは、手の長いものじゃと聞くからには、

半里（約二キロ）ばあ下の、土居橋あたりに

おるろう。」（えんこは手が長いものだと聞く

からには、半里ほど下の土居橋あたりにいる

だろう。）（昔話・中村市有岡・「えんこ」） 

〈過去推量形〉 

 過去推量形は、多段型動詞は基幹音便形に、一段

型動詞は基幹に、「来る」「する」はそれぞれ「キ」

「シ」に、「ツロー」を接続する。若年層では、「カ

イタロー」「カイタヤロー」など「断定過去形＋ロー

／ヤロー」の形を用いるようになってきている。 

  ・マー タイテ オジーサン アレジャッツロ、コ

トーツロー（まあ、だいぶんおじいさん、あ

れだったでしょう、お疲れだったでしょう。）

（大月） 

  ・「おい、まあ見よ、きょうはなんにたまげつろ

うねや。」（おい、まあ見ろよ。今日は何にた

まげただろうかね。）（昔話・中村市具同・「泰

作さん」） 

〈連体非過去形〉 

 連体非過去形は断定非過去形と同形で、ウ段形の

「カク」「シヌ」「ミル」「クル」「スル」となる。多

段特殊型動詞に「シヌル・イヌル」があり、中年層

までは「シヌル・イヌル」の使用が多く、若年層は

「シヌ・イヌ」の使用が多い点も共通する。 

  ・ソノ ジブンニー タベル モノデモ（その頃に

は食べるものでも、）（大月） 

〈連体過去形〉 

 連体過去形は断定過去形と同形で、多段型動詞は

基幹音便形に、一段型動詞は基幹（＝語幹）に、「来

る」「する」はそれぞれ「キ」「シ」に、「タ」を接続

する。多段型 s 語幹動詞が「ダイタ（出した）」のよ

うにイ音便形をとることもある。断定過去形と同様

に、多段型 k 語幹動詞「行く」は「イタ」となり、

促音便化しないことがある。また、一段型動詞の「着

る」だけは「キータ」のように基幹（語幹）が長音

化したり、「シタ」が音声変化の結果「ヒタ・イタ」

となることがあるのも断定過去形と共通する。 

  ・わんらあ、白べん黒べんの話い聞いたことん

あるか。（お前達、白べん黒べんの話を聞い

たことがあるか。）（昔話・宿毛市山奈町・「白

べん黒べん」） 

  ・「弥七、どういたもんならや。」（弥七、どうし

たんだよ。）（昔話・幡多郡佐賀町・「えんこ

うずもう」） 

  ・ワシラノ コマイ イブンニャー イヨイヨ（中

略）フイデモ アワセ キータ モノワ ナイ。

（私たちの小さい時分には、まったく（中略）

冬でもあわせを着たものはない。）（大方） 

〈中止形〉 

 多段型動詞は基幹音便形に、一段型動詞は基幹に、

「来る」「する」はそれぞれ「キ」「シ」に、「テ」を

接続する。この「テ」が「チ」になり、「カイチ（書

いて）・ミチ（見て）」のようになることもある。多

段型 s 語幹動詞が「ダイテ・ダイチ（出して）」のよ

うにイ音便形をとることもある。 

  ・ほいから新次郎じいは、人んうそじゃいうか

もしれんけん思うち、山刀でうわばみんうろ

こを一まいはいじ、しょうこに取っちもんた

と。（それから新次郎じいは、人が嘘だと言

うかもしれないと思って、山刀でうわばみの

鱗を一枚剥いで、証拠に取って戻ったと。）

（昔話・宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・「知らん、話いちや。」（知らない、話してよ。）

（昔話・宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

 また、次の 3 点は過去形と共通している。すなわ

ち、（1）「行く」の中止形は「イテ」または「イチ」

と促音便化しないことがある、（2）「する」の中止形
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「シテ」は音声変化により「ヒテ」「イテ」となるこ

とがある、そして、（3）「着る」の中止形は「キーテ」

と長音化することがある、の 3 点である。 

  ・お藤がついていてみたら、あたりいちめんご

くたい、ぴかぴかの黄金の山じゃったと。（尾

藤がついて行ってみたら、辺り一面、ぴかぴ

かの黄金の山だったと。）（昔話・中村市奥鴨

川・「炭焼き長者」） 

  ・そこいいちべんを放いたと。（そこに行ってべ

ん［＝犬の名前］を放したと。）（昔話・宿毛

市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・「なに、なんちゃじゃあるかえ、だんごにひて

投げてくれりゃあええもん。」（なに、何のこ

とはない、団子にして投げてくれればいいこ

とだよ。）（昔話・中村市具同・「泰作さん」） 

  ・ハオリヤラ ハンテヤラ カワラン ヨーナ モ

ノー キーテ（羽織だか半纏だかしれないよ

うなものを着て、）（大方） 

〈仮定形〉 

 仮定形は「カキャー」など多段型動詞の拗音ア段

長音形、「ミリャー」など一段型動詞の基幹に「リャ

ー」を付けた形が使われる。「（レ）バ」が付いた「カ

ケバ」「ミレバ」などの音声的縮約形である。「来る」

では「クリャー」、「する」では「スリャー」となる。 

  ・たまげち見りゃあ、われ、松の木から血ん流

れよら。（驚いて見たら、あれ、松の木から

血が流れているじゃないか。）（昔話・宿毛市

山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・ソガイ ヒテ アサ チート トーカラ イキャー 

ハー シシニ デヨーター ナンニ デヨータ 

ユーチャー ヨー モンタ ユー ハナシヤナ

ー（そんなふうにして朝だいぶ早くから行け

ば、「猪に出会った、なにに出会った」と言

っては度々引き返したという話だね。）（大月） 

 多段型動詞の音便語幹、一段型動詞の語幹、「来る」

「する」の「キ」「シ」に「タラ」「ダラ」を付けた

「カイタラ・ミタラ・キタラ・シタラ」という形も

ある。断定過去形、連体過去形と同様、一段型動詞

「着る」だけは長音化して「キータラ」となる。ま

た、「する」の仮定形「シタラ」は、音声変化により

「ヒタラ」「イタラ」となる。 

  ・「カエルさんよ、雨をふらしてくれたら、むす

めをよめにやるがのう。」（蛙さんよ、雨を降

らせてくれたら、娘を嫁にやるがねぇ）（昔

話・幡多郡三原村・「藤がとどろ」） 

  ・モー ソノ ジブンニャ モー ココデ ビョーキ

ヒタラ イヌジニヨ（もうその頃にはここで

病気したらおしまいだよ。）（大月） 

 なお、仮定逆接表現として「カイタチ・ミタチ・

キタチ・シタチ」（「書いたって」に相当する）のよ

うに、断定過去形に「チ」を付ける形もある。 

  ・けんど、家いうたち小屋じゃけん、又次郎は

こまった。（けれど、家といっても小屋だか

ら、又次郎は困った。）（昔話・中村市奥鴨川・

「炭焼き長者」） 

  ・エー ヂャケンノー ドコカシコ イタチ イッ

コ ソノ ミンナニ シンパイ スルニャー ヨ

ーバン（ええ、だからねえ、どこへ行ったっ

ていっこうみんなに心配するには及ばない。）

（大方） 

〈否定形〉 

 否定形は、「カカン」「シナン」「ミン」「コン」「セ

ン」のように、否定接辞「ン」を付加する。 

 否定形の活用を「見る」で代表させて示すと次の

ようになる（ は使用が稀な形式）。 

断定非過去・連体非過去形 ミン 

断定過去・連体過去形 ミンカッタ・ミラッタ・

ミザッタ・ ミララッタ 

推量形 ミンロー・ミンジャロー 

中止形 ミンデ・ミント・ ミンズツ（ニ）・ ミ

ンズク（ニ） 

仮定形 ミニャー・ミラニャー 

 否定形の過去形は、「カカンカッタ」「カカラッタ」

が用いられる。一段型動詞・「来る」・「する」の過去

否定形は、それぞれ「ミラッタ」「コラッタ」「セラ

ッタ」となる。『方言文法全国地図』では「イカザッ

タ」の使用が見られるが、現在ではあまり聞かれな

い。一段型動詞・「する」にはこの他に、「ミララッ

タ」「セララッタ」という r 語幹化した形がある。し

かし、「ミンカッタ」「センカッタ」の使用が増える

につれてなくなりつつある。 

  ・二、三年前から、かわらがずって雨がもった

が、ものぐさな泰作さんは、いっこうなおそ

うともせざった。（昔話・中村市具同・「泰作
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さん」） 

  ・セワニ ナリヨッタニー チャント エー シノ

ガラッテ（お世話になっていたのにすっかり

しのぐことができなくて。）（大方） 

 否定の推量形は、否定形に「ロー」、または「ジャ

ロー・ヤロー」を付加した形を用いる。 

  ・「どうぞゆるしちくれんろうかと……。」（ど

うか許してくれないだろうかと。）（昔話・中

村市有岡・「えんこ」） 

  ・オマンモ シランロー。（あなたも知らないで

しょう。）（方言） 

 否定形の中止形は、「カカンデ」「ミント」のよう

な「否定形＋デ」「否定形＋ト」が主に用いられるが、

「カカイデ」や「カカンズツ」「カカンズク」という

形もある。 

  ・カカンデモ エイ。（書かなくてもよい。）（方

言） 

  ・セーデモ カマン。（しなくてもよろしい。）（方

言） 

  ・ヨシ ヨシ ソリャー ワスレント コーテクル

ケンヤー（よしよし、それは忘れないで買っ

てくるからねえ。）（大方） 

  ・シライデ。（知らなくてどうする。もちろん知

っているよ。）（方言） 

  ・えんこうは後ろをふりむきもせんずつ、川の

底へもぐってしもうたと。（えんこうは振り

向きもしないで川の底へ潜ってしまったと。）

（昔話・幡多郡佐賀町・「えんこうずもう」） 

  ・ナンニモ ユワンズクニ シゴトモ ヨーケ セ

ンズクニ ヤルガ（何にも言わないままに、

仕事もあまりしないままにいることにして

いるが…）（大方） 

 否定仮定形にも r 語幹化は進んでおり、「ミニャー」

（または「ミナー」；以下「ミニャー」で代表させる）

のほかに「ミラニャー」がある。また、「する」でも

「セニャー」に加えて「セラニャー」がある。ただ

し過去否定形と同様に、世代が下るにつれて r 語幹

化形の使用は少なくなっていく。 

  ・オモシロイ モンガ キタラ ミニーモ イコー

ジ キクモンガ キタラーノー キカニャー 

イカン（面白いものが来たら見にも行こうし、

聞き物が来たら聞かなければいけない。）（大

方） 

  ・ヂャケン マー ウルソーテモ デテ イカナ イ

カナーノー（だから、まあ骨が折れても出て

いかなければいけないのさ。）（大方） 

 関連して、取り立て否定形は「ミリャーセン」「ク

リャーセン」「スリャーセン」のような r 語幹化した

形が定着している。ただし、「来る」「する」に関し

ては、「キヤーセン」「シヤーセン」という形も併用

される。 

〈丁寧形〉 

 丁寧形は共通語と同様に接辞「マス」を付加する

形をとる。多段型動詞はイ段形に、一段型動詞は基

幹に、「来る」は「キ」に、「する」は「シ」に、そ

れぞれ「マス」が続く。 

 「マス」の活用を一段型動詞「見る」で示すと次

のようになる。（ は使用が稀な形式） 

 断定非過去形 ミマス 

 断定過去形  ミマシタ 

 意志形    ミマショー 

 推量形    ミマスロー・ミマスジャロー 

 中止形    ミマシテ 

 仮定形    ミマシタラ・ ミマスリャ 

 否定形    ミマセン 

  ・ミソメタ ヒッ ヒトデモ オカシカッタケン 

ミソメン ヒトワ イヨイヨ オモシロカッタ

ゾーゼ オモイマスナー（見慣れた人でもお

かしかったから、見慣れない人はなおさら面

白かっただろうと思いますよ。）（大月） 

  ・ドーモ オーキニ ゴッツォーニ ナリマヒタ

（どうもたいそうご馳走になりました。）（大

月） 

  ・ソコドコロジャ アリマセナー（それどころで

はありませんよ。）（大月） 

  ・マー キキマスリャ マ オジーサンガ マ トツ

ゼン マ ナクナリマシタ ユーテカラ ドー

モ…（まあ、承りますと、まあ、おじいさん

が、まあ、突然亡くなられたそうで、どうも

…。）（大月） 

〈使役形〉 

 活用表にはあげていないが、「ス・サス・ラス」の

ほかに「セル・サセル・ラセル」系列の接辞を用い

た形もある。前者は多段型動詞に準じた活用、後者
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は一段型動詞に準じた活用をとる。なお、使役接辞

のサ行音がハ行音になることもある。特に、「キカシ

タ（聞かせた）」が「キカヒタ」になるように、「シ」

が「ヒ」になることが多い。 

  ・そんな、びんぼうぐらしでも、子どもだけに

は、正月にもちだけでもたべらしちゃらない

かん。（そんな貧乏暮らしでも、子供だけに

は正月に餅だけでも食べさせてやらなけれ

ばならない。）（昔話・高岡郡葉山村・「山ん

ばのもち」） 

  ・トッショリシガ ハナヒテ ワシラニ キカヒタ

（年寄り達が放して私たちに聞かせた。）（大

月） 

 当該方言では、（1）一段型動詞・「来る」・「する」

の r 語幹化と、（2）「サス・サセル」の使役接辞化、

という 2 つの変化が起こった結果、使役形式に複数

のバリエーションが存在するようになった。「（サ）

ス」系列の形式でそれぞれの変化をまとめると次の

ようになる。以下の表に「（サ）セル」形式の r 語幹

化と使役接辞化形式も加わるので、使役形式のバリ

エーションの数は多段型動詞で最大 4 種類、一段型

動詞・「来る」で最大 6 種類、「する」で 10 種類とな

る。 

 変化前 → （1） → （2） 

死ぬ シナス  ───  シナサス

見る ミサス  ミラス  ミラサス

来る コサス  コラス  コラサス

する サス  ───  ササス 

   セラス  セラサス

ただし（2）の変化は現在進行中であり、動詞によっ

て生産性に違いがある。若年層になるほど多くの多

段型動詞で（2）の形式があらわれる。 

〈受身形〉 

 受身形は共通語と同じく、「カカレル・シナレル・

ミラレル・コラレル・サレル」のように、多段型動

詞および「する」のア段形に「レル」、一段型の基幹

および「来る」のオ段形に「ラレル」を付加した形

を用いる。なお、「する」には「セラレル」という、

r 語幹化した形もある。「（ラ）レル」自体は一段型

動詞に準じた活用をとる。 

  ・弥七は、友だちみんなあから、ののしられて

しょんぼりしてしもうたと。（弥七は友だち

みんなから罵られてしょんぼりしてしまっ

たそうだ。）（昔話・幡多郡佐賀町・「えんこ

うずもう」） 

  ・「そうかえ、そりゃえらいことになったのう。

して、どうして、手をくくられたがぞ。」（そ

うか、それはえらいことになったねぇ。で、

どうして手をくくられることになったんだ。）

（昔話・中村市有岡・「えんこ」） 

〈可能形〉 

 可能形は「カケル・シネル・ミレル・コレル」の

ように、多段型動詞のエ段形に「ル」、一段型動詞の

基幹や「来る」のオ段形に「レル」を付加した形（可

能動詞）を用いる。「する」には補充形「デキル」が

用いられる。「セレル」という r 語幹化した形もある

が、新しい形式らしく若年層しか用いない。共通語

のように、一段型動詞・「来る」の可能形で「ミラレ

ル・コラレル」の形を用いることは少ない。否定形

では「カカレン・シナレン・ミラレン・コラレン・

セラレン」という基幹に「（ラ）レン」を付加した形

が禁止の意味になるため、専ら「カケン・シネン・

ミレン・コレン・セレン（デキン）」を用いる。 

  ・シンボー セレンローカ。（しんぼうできない

だろうか。）（方言） 

  ・びんぼうで、うまいもんもたべれんし、なん

ぎなことも多かった。（昔話・高岡郡葉山村・

「山んばのもち」） 

 能力可能の表現として「ヨー｛カク/カカン｝」「ヨ

ー｛ミル/ミン｝」のように、副詞「ヨー」を各動詞

の断定形（あるいは断定否定形）に付加するものが

ある。古くは副詞「エー」も用いられたが、現在の

中年層以下は用いなくなっている。なお、「ヨー｛カ

ケル/カケン｝」「ヨー｛ミレル/ミレン｝」のように、

「ヨー」と可能動詞を組み合わせて能力可能（不可

能）を表すこともあるが、あまり生産的ではない。 

  ・セワニ ナリヨッタニー チャント エー シノ

ガラッテ（お世話になっていたのにすっかり

しのぐことができなくて。）（大方） 

 当該方言では可能動詞が早くから定着していた。

その結果、非過去断定形の末尾がルの動詞（すなわ

ち多段型 r 語幹、一段型、「来る」「する」）が「〜レ

ル/レン」の形を持つことになる。この「〜レル/レ

ン」を、末尾がル以外の活用をとる動詞に適用した
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二重可能形式が発生している。この二重可能化は、

少し遅れて末尾がルの動詞にも波及している。例え

ば、「書ケレル・読メレル」（以上、非過去断定形の

末尾がル以外の動詞）、「取レレル・見レレル・来レ

レル」（末尾がルの動詞）のような形である。この変

化は、能力可能/状況可能といった可能の意味に関わ

りなく起こっている。また、否定形の方が変化が早

い。さらに若年層では、「〜レレル/レレン」を非過

去断定形の末尾がル以外の動詞に適用した三重可能

形式も現れつつある。つまり、当該方言では下図の

ようにサイクリックな変化が起きているのである

（①は多段型非 r 語幹、②は多段型 r 語幹、③は一

段型を表す）。 

      ①     ②     ③ 

可能動詞 書ケル   取レル   見レル 

 

二重可能 書ケレル →取レレル →見レレル 

 

三重可能 書ケレレル→取レレレル→見レレレル 

 

  ・コドモニ トレレルカヨー。（子供に取ること

ができるものか。）（方言） 

  ・モー タベレレンローカネー。（もう食べられ

ないでしょうか。）（方言） 

  ・ソレガ セレレンニカーラン。（それができな

いらしい。）（方言） 

〈尊敬形〉 

 尊敬形は、受身形と同様に多段型および「する」

の基幹ア段形に「レル」、一段型基幹や「来る」のオ

段形に「ラレル」を付加した形のほかに、多段型お

よび「来る」「する」の基幹イ段形・一段型基幹に「ナ

サル」が付加した形が用いられる。「来る」「行く」

には、補充形「オイデニナル」もある。 

  ・マー ユックリ イテ オイデノー（まあ、ゆっ

くり行っていらっしゃいね。）（大方） 

 「（ラ）レル」が付く形は「カカレル」「ミラレル」

「コラレル」「サレル」などである。 

 「ナサル」が付く形は、「カキナサル」「ミナサル」

「キナサル」「シナサル」となる。「-ナサル」の「サ」

がハ行音化して「-ナハル」となることがある。 

  ・マー インナハッタラ ミンナニ ヨーニ ユー

テ ヤンナハイヨ（まあお帰りになりました

ら、みなさんによろしく言ってくださいよ。）

（大月） 

〈継続形〉 

 活用表にあげた形のほかに、「カキヨル」が「カキ

ヨウ」、「カイチョル」が「カイチョウ」となること

もある。この「-ヨウ・-チョウ」は長音ではなく二

重母音で発音される。 

 継続形のうち動作進行を表す形は多段型・「来る」

「する」の基幹イ段形および一段型基幹に「ヨル（ま

たはヨウ）」が付いた形、完了（結果継続）を表す形

は多段型基幹音便形・一段型基幹・「来る」「する」

の基幹イ段に「チョル（またはチョウ）」「ジョル（ま

たはジョウ）」が付いた形をとる。ただし動詞によっ

ては「チョル・ジョル」が付いた形で動作進行を表

すこともある。また、過去形と同様、一段型動詞の

「着る」だけは「キーチョル」のように基幹（語幹）

が長音化することがある。 

  ・どうもねや、うわばみに殺された二ひきのべ

んのたましいが鳥んなっち鳴きよるがじゃ

つことじゃが。（どうもね、うわばみに殺さ

れた二匹のべん［＝犬の名前］の魂が鳥にな

って鳴いているのだということだよ）（昔

話・宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・そういたらのう、今までおばあさんが着いち

ょったぼろぼろの着物がの…（そうしたらね、

今までおばあさんが着ていたぼろぼろの着

物がね…）（昔話・高岡郡葉山村・「山んばの

もち」） 

  ・ふちのはたには、おおけなフジのつるがたれ

さがっちょったが、お藤は、そのつるの根も

とにこしをおろいて、ふちの中を見つめて、

じいっと考えこんじょるようじゃった。（淵

の端には大きな藤のつるが垂れ下がってい

たが、お藤はそのつるの根元に腰を下ろして、

淵の中を見つめてじいっと考え込んでいる

ようだった。）（昔話・幡多郡三原村・「藤が

とどろ」） 

〈希望形〉 

 希望形は、多段型・「来る」「する」の基幹イ段形、

一段型基幹に「タイ」が付いた形をとる。「タイ」は

形容詞型の活用をする。 

  ・ワシモー イマスケンクエモ チョット ヨリタ
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イワエ（私も今助の家へもちょっと寄りたい

さ）（大方） 

〈のだ形〉 

 「のだ」は、連体非過去形・連体過去形や、丁寧

形を除く派生類に、準体助詞「ガ」と断定の「ジャ」

を付加した形をとる。丁寧形を作る場合は、「カクガ

デス」「カカンガデス」のように、「ジャ」を「デス」

に代える。 

 「ジャ」は、終助詞「ヨ・ゼ・ゾ・カ」に接続す

る場合には現れず、「カクガ｛ヨ／ゼ／ゾ／カ｝」の

ようになる。それ以外の環境では「ジャ」が現れる。

この点は、名詞述語の活用と共通する。 

  ・「わりゃあ生きちょったがか。」（お前、生きて

いたのか。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べん

黒べん」） 

  ・「そうかえ、そりゃえらいことになったのう。

して、どうして、手をくくられたがぞ。」（そ

うかい、それはえらいことになったねぇ。し

かし、どうして手をくくられたんだ。）（昔

話・中村市有岡・「えんこ」） 

  ・「わしゃあ、えんこにたのまれてきたがじゃ。」

（私はえんこに頼まれて来たんだよ。）（昔

話・中村市有岡・「えんこ」） 

  ・ひゃくしょうは、カエルが雨をふらしてくれ

たがじゃと思ったけん、（百姓は蛙が雨を降

らせてくれたのだと思ったので、）（昔話・幡

多郡三原村・「藤がとどろ」） 

  ・「お藤は、いったいどこへ行くがじゃろう。」

（お藤はいったいどこへ行くのだろう。）（昔

話・幡多郡三原村・「藤がとどろ」） 

 

２．形容詞・形容名詞述語・名詞述語の活用の特徴 

【形容詞】 

 形容詞述語は中止形・否定形・なる形において、

交替語幹、もしくは交替語幹の長音形が用いられる。

交替語幹は、語幹末母音が a、e の場合に現れ、どち

らもオ段となる。語幹末母音が a、e 以外の場合は、

語幹そのまま、あるいは語幹を長音化した形を用い

る（以下の表参照）。 

 

 

 

語幹末

母音
交替後 例 

a o 
アカイ アコ（ー）ナル 
イタイ イト（ー）ナル 

i i 
オーキー オーキ（ー）ナル 
ウレシー ウレシ（ー）ナル 

u u 
ワルイ ワル（ー）ナル 
ヌクイ ヌク（ー）ナル 

e o エー ヨーナル 

o o 
オモイ オモ（ー）ナル 
セコイ セコ（ー）ナル 

 ただし、語幹末母音が a の形容詞のうち、「コワイ

（怖い）」「セマイ（狭い）」など語幹末が wa、ma

のものは、「コワ（ー）ナル」「セマ（ー）ナル」の

ように語幹そのままで現れることがある。ただし、

常に語幹そのままで現れるわけではなく、例えば中

止形の場合は「コオーテ（怖くて）」が用いられるな

ど、活用形や語彙によって交替語幹の使用状況に偏

りがある。 

〈断定非過去形〉 

 断定非過去形には、共通語と同じ「アカイ」が用

いられる。 

  ・ケーサツラガー アブナイ アブナイ ユーテ 

コーヤッテ カキワケテナー（警察などが「危

ない、危ない」と言って、こうしてかき分け

てねえ。）（大月） 

〈断定過去形〉 

 断定過去形は、語幹に動詞的接辞の音便基幹の「カ

ッ」が付き、さらに過去の接辞「タ」が付いた形を

用いる。動詞の断定形と同様に、「タ」と終助詞が融

合することがある。 

  ・オトオンチャンガ アノ センシシタ トキノ 

アノ アノ トキノ オドリラト ユーモナ ハ 

メザマシカットーナー。（音おじさんが戦死

したときの、あのときの踊りなどというもの

は、めざましかったねえ。）（大月） 

〈推量形〉 

 形容詞の推量形には、「アカイロー」のように断定

非過去形に「ロー」が続く形のほかに、「アカイジャ

ロー／アカイヤロー」のように、断定非過去形に推

量を表す「ジャロー／ヤロー」が付く形もある。「ジ

ャロー」は主に老年層に用いられ、中年層以下は「ヤ

ロー」を用いる傾向にある。古くは「アカカロー」
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のような、動詞的接辞のオ段形が用いられたことも

あったようだが、現在では老年層でもほとんど使用

しない。 

  ・ナンボカ サムイロー。（随分寒いことでしょ

う。）（方言） 

  ・「お藤が、みなげでもするがじゃないろうか。」

（お藤が身投げでもするのではないだろう

か）（昔話・幡多郡三原村・「藤がとどろ」） 

  ・「どうぞして、勝つてはないろうかねや。」（ど

うにかして勝つ手はないだろうかね。）（昔

話・幡多郡佐賀町・「えんこうずもう」） 

  ・ケンド ソリャー ヨメバッカリ エー モンヂ

ャナイ カタヒラバッカリ エーモンジャナ

イケニ オマエモ ナカナカ ヨカロー（だけ

ど、それは嫁だけがいいためじゃない。片方

ばかりがいいためじゃないから、あなたもな

かなか（心掛けが）いいわけだろう。）（大方） 

〈過去推量形〉 

 形容詞の過去推量形は、「アカカッツロー」のよう

に動詞的接辞の音便語幹に「ツロー」が付いた形の

ほかに、過去形に「ロー」を付けた「アカカッタロ

ー」や、過去形に「ジャロー／ヤロー」を付けた「ア

カカッタジャロー／アカカッタヤロー」も併用され

る。若年層は「アカカッツロー」の形をあまり用い

ず、「アカカッタヤロー」を使うことが多い。 

  ・どうぞ、おとろしかっつろん。（どうだ、怖か

っただろう。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べ

ん黒べん」） 

  ・タイガイ オジーサン オモカッツロ（たいそ

うおじいさん、重かったでしょう。）（大月） 

〈連体非過去形〉 

 連体非過去形は断定非過去形と同形で、「アカイ」

が用いられる。 

  ・「とみねえ、こんまい家じゃもん、じきにすま

あえ。」（昔話・中村市具同・「泰作さん」） 

  ・ケンド ヤッパー ソーユー トキノ ホーガ サ

ンゴジヒキ ヒテカラ オコメバッカシ タベ

ルヨリ ワシャー オイシーヨーニ オモータ

ガナー（けれど、やはりそういう時の方が、

さんご樹採りをしてお米ばかり食べるより、

私は美味しいように思ったがねえ。）（大月） 

〈連体過去形〉 

 連体過去形は断定過去形と同形で、「アカカッタ」

のように、語幹に動詞的接辞の音便基幹の「カッ」

が付き、さらに過去の接辞「タ」が付いた形を用い

る。 

〈中止形〉 

 中止形は交替語幹、または交替語幹の長音形に「テ」

を付けた形をとる。語幹末母音が a、e、o の場合は

オ段、u の場合はウ段、i の場合はウ段拗音となる。 

  ・手足がみょうに細なごうて、まるで、やせガ

エルを立てらいたみたいな、みょうなかっこ

うじゃと。（手足が妙に細長くて、まるで痩

せガエルを立たせたみたいな妙な恰好だと。）

（昔話・幡多郡佐賀町・「えんこうずもう」） 

  ・えんこうの腹は、ぷうーと、まんまるうふく

れあがった。（えんこうの腹はぷうーっと真

ん丸く膨れあがった。）（昔話・幡多郡佐賀

町・「えんこうずもう」） 

  ・おとろしゅうち、おとろしゅうちたまらんよ

んなっちねや。（怖ろしくて、怖ろしくてた

まらなくなったんだ。）（昔話・宿毛市山奈

町・「白べん黒べん」） 

〈仮定形〉 

 仮定形には、語幹に「ケリャー」（「ケレ-バ」の音

声的縮約形）が付く形と、語幹に「カッタラ」が付

く形が用いられる。 

〈否定形〉 

 否定形は、中止形と同様に、交替語幹または交替

語幹の長音形に「ナイ」を付けた形をとる。語幹末

母音が a、e、o の場合はオ段、u の場合はウ段、i の

場合はウ段拗音となる。ただし、語幹末母音が a 音

の形容詞のうち、「コワイ（怖い）」などは「コワ（ー）

ナイ」などの形をとる。また、共通語と同様に、「ナ

イ（無い）」は否定形を持たない。 

  ・オコメバッカシワ ソガイ オイシー ナイ（お

米ばかり（の）飯はそれほどうまくはない。）

（大月） 

  ・ケンド シシサクニ デヨータ トキラニャ ソ

ガイ ウレシュワ ナカッタゼ（けれどしし作

［＝猪に作物を荒らされること］に出会った

ときなどは、そんなに嬉しくはなかったよ。）

（大月） 

〈なる形〉 
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 なる形は、中止形や否定形と同様に、「アコ（ー）

ナル」のように、交替語幹、またはその長音形が用

いられる。語幹末母音が a、e、o の場合はオ段、u

の場合はウ段、i の場合はウ段拗音となる。ただし、

語幹末母音が a 音の形容詞のうち、「コワイ（怖い）」

などは「コワ（ー）ナル」などの形をとる。また、

「ナイ（無い）」は「ノーナル」のほか、断定非過去

形に「ナル」を付けた「ナイナル」も使う。 

  ・けんど、どうしたもんか、こしにぶらさげた

びくが、ちっとも重うならん。（だけど、ど

うしたものか、腰にぶら下げたびくがちっと

も重くならない。）（昔話・中村市有岡・「え

んこ」） 

  ・マー マダ ゲンキニ アッタニネー ヒョイト 

ノーナリマシテ エー（まあ、まだ元気でし

たのにねえ、ひょいと亡くなりまして。ええ。）

（大月） 

 副詞形は、「なる」形の「ナル」を除いた形、また

は「ニ」を付けた形を用いる。 

  ・ホイタラ ハヨー モドンナハイヨ（それでは

早く帰りなさいよ。）（大月） 

  ・インダラ オバーサンニモ ヨーニ ユーテ ヤ

ンナハイヨー。（帰ったらおばあさんにもよ

ろしく言ってくださいよ。）（大月） 

〈丁寧形〉 

 丁寧形は、「アカイデス」「アカカッタデス」のよ

うに断定形に「デス」を付けた形を用いる。 

〈のだ形〉 

 のだ形は、「アカイガ（ジャ）」「アカカッタガ（ジ

ャ）」のように、連体形に準体助詞「ガ」を接続した

形を用いる。丁寧形は「アカイガデス」のように、

「ガ」の後に「デス」を付加する。動詞の「のだ」

形と同様に、終助詞「ヨ・ゼ・ゾ・カ」が続く場合

は、「アカイガ｛ヨ／ゼ／ゾ｝」（赤いんだよ）、「アカ

イガカ」（赤いのか）のように「ジャ」を介さない形

を用いる。それ以外の環境では「ジャ」を介して後

の形式に接続する。 

  ・ワシャー チョビット ホシーガヂャガー（私

はほんの少し欲しいんだけど。）（大方） 

 

【形容名詞述語・名詞述語】 

 形容名詞述語の活用には、「シズカ（ジャ）」「シズ

カジャナイ」のように、名詞述語の活用「学生（ジ

ャ）」「学生ジャナイ」に対応する活用型（ジャ系活

用型）と、「シズカナカッタ」「シズカナロー」のよ

うに、形容詞の活用「アカカッタ」「アカイロー」に

対応する活用型（ナ系活用型）の 2 パターンがある。

名詞型の活用は「シズカ」が名詞述語の名詞部分に

相当し、形容詞型の活用は「シズカナ」の部分が形

容詞の語幹、または断定非過去形（「アカ」または「ア

カイ」）に相当する。形容詞型（ナ系活用型）をとり

うる活用形はかなり多く、中止形・否定形・丁寧形

を除く全ての活用形で可能である。一方で、共通語

のように名詞型（ジャ系活用型）の活用形も備えて

おり、連体非過去形・「なる」形・「のだ」形以外の

全ての活用形で可能である。 

〈断定非過去形〉 

 形容名詞述語では、「シズカナ」と「シズカ（ジャ

/ヤ）」の 2 パターンがある。名詞述語では、名詞に

「ジャ」または「ヤ」を付加した形が用いられる。 

  ・オジーサンガナーシ モー ナンジャ ヨイヨ 

トヨラワ ラクナ ユーテナー（おじいさんが

ねえ、「もう、なんだよ、たいそうとよ［＝

人名］などは楽だ。」と言ってね）（大月） 

  ・マー ゲンキナ コタ ゲンキナガ オマエ ドコ 

イッチョッタゾ（まあ、元気なことは元気だ

けれど、あなたどこへ行っていたのですか。）

（大方） 

 動詞や形容詞の「のだ」形における「ジャ」の現

れ方とも関連するが、「シズカ（ジャ）」のパターン

の場合、形容名詞述語や名詞述語の断定非過去形に

おける「ジャ」は、次のような分布をなす。 

 ø …終助詞「ヨ・ゼ・ゾ・カ」が後続する場合 

 ジャ …終助詞「ネー・ナー」などが後続する場

合、〈伝聞・引用〉を表す「ト」が付く場合、

接続助詞が後続する場合 

言い切りの（形容名詞・名詞で文を終止する）場合

は、「ジャ」が現れることが多いが、現れないことも

ある。 

  ・コノハナワ ショーキレイナ。（この花はほん

とに綺麗だ。）（方言） 

  ・ホントヤネー。（ほんとだねえ。）（方言） 

  ・ショー マッコトゼヨ。（ほんとなんですよ。）

（方言） 
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  ・大出合つとこはねや、山田で一ばん深い山で

ねや、昼でも暗いつほどおとろしいとこぞ。

（大出合というところはね、山田で一番深い

山でね、昼でも暗いというほど怖いところだ

よ。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・わたしは昼おまえに殺されたうわばみのにょ

うぼうじゃが、」（私は昼お前に殺されたうわ

ばみの女房だけど、）（昔話・宿毛市山奈町・

「白べん黒べん」） 

  ・「ははあ……うん……うわさに聞いたえんこ

のしわざじゃなあ。」（ははぁ、うん、噂に聞

いたえんこの仕業だな。）（昔話・中村市有

岡・「えんこ」） 

〈断定過去形〉 

 形容名詞述語の断定過去形には 2 パターンあり、

「シズカナ-カッ-タ」のような形容詞活用型と、「シ

ズカ-ジャッ-タ」のような名詞活用型がある。名詞

述語は、「学生-ジャッ-タ」の形しかない。なお、形

容名詞述語・名詞述語ともに「シズカヤッタ」「学生

ヤッタ」のように「-ヤッタ」を用いることもある。 

  ・マッコト キレーヂャッタゾネ。（ほんとに綺

麗でしたよ。）（方言） 

 なお、動詞や形容詞の断定形と同様に、「タ」が後

続する終助詞と融合して「ト」になることがある。 

  ・ハツカニワ ハズンデナーシ イヨイヨ モー 

アレジャットネ（20 日にはとても盛んでねえ、

あれでしたね。）（大月） 

 なお、談話資料には「シズカニアッタ」のような

形で現れることもあるが、現在はほとんど聞かれな

い。 

  ・ゲンキニ アッタカネ オジサンワ（元気でし

たかね、おじいさんは。）（大月） 

〈推量形〉 

 形容名詞述語の推量形には 2 パターンあり、「シズ

カナ-ロー」のような形容詞活用型と、「シズカ-ジャ

ロー」のような名詞活用型がある。名詞述語は、「学

生-ジャロー」という形のみである。なお、形容名詞

述語・名詞述語ともに「シズカヤロー」「学生ヤロー」

のように「-ヤロー」を用いることもある。 

  ・なしじゃろ、じしんじゃろうか思うち戸をあ

けち見たらねや。（何だろう、地震だろうか

と思って戸を開けて見たらね。）（昔話・宿毛

市山奈町・「白べん黒べん」） 

  ・なんつこっちゃろと思うち、気づかいよった

ら、ひょっこり二ひきともハァハァいうちも

んち来たつわ。（何ということだろうと思っ

て、心配していたら、ひょっこり二匹ともハ

ァハァいって戻って来たというわ。）（昔話・

宿毛市山奈町・「白べん黒べん」） 

〈過去推量形〉 

 形容名詞述語の過去推量形は 3 パターンある。す

なわち、（1）「シズカナ-カッ-ツロー」のように、形

容詞の過去推量形と同じ形になるもの、（2）「シズカ

-ジャッ-ツロー」のように、形容名詞に「-ジャッツ

ロー」を付加したもの、（3）「シズカ-ジャッ-タ-ロー」

のように、過去形に推量を表す「ロー」を付加した

もの、の 3 つである。（3）のタイプは、推量形式「ジ

ャロー/ヤロー」を用いて、「シズカジャッタジャロ

ー・シズカジャッタヤロー」となることもある。 

 名詞述語の過去推量形は、「学生-ジャッ-ツロー」

のように名詞に「-ジャッツロー」を付加するものと、

「学生-ジャッ-タ-ロー」のように過去形に推量形式

「ロー」を付加するものがある。推量形式「ロー」

の代わりに「ジャロー/ヤロー」を用いて、「学生ジ

ャッタジャロー・学生ジャッタヤロー」になること

もある。 

  ・ソレカラ ソノ トシジャッツロカー ソノ ア

クリトシジャッツロ トニカク ワシガ ジュ

ーロクノトシニー（それから、その年だった

ろうか、その翌年だったろう（か）、とにか

く私が 16 の年に）（大月） 

〈連体非過去形〉 

 形容名詞述語の連体非過去形は、共通語と同じ「シ

ズカナ」が使われる。断定非過去形のように「シズ

カジャ」が用いられることはない。 

  ・立ち上がっち見たところが、ざまなうわばみ

じゃったと。（立ち上がって見たところ、大

きなうわばみだったと。）（昔話・宿毛市山奈

町・「白べん黒べん」） 

  ・ホント ゲンキナ ヒトヤッタニ ヨワッタナー

（ほんとに元気な人だったのに困りました

ね。）（大月） 

 名詞述語の連体非過去形は、名詞と連体を表す助

詞「ノ」の組み合わせで表す。この「ノ」は「ン」
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になることもある。 

  ・横瀬川いおろちん血んながれち、三日三晩ま

っかになったつけんねや。（横瀬川におろち

の値が流れて、三日三晩真っ赤になったとい

うからね。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べん

黒べん」） 

〈連体過去形〉 

 形容名詞・名詞述語ともに断定過去形と同形であ

る。すなわち、形容名詞述語の断定過去形には 2 パ

ターンあり、「シズカナ-カッ-タ」のような形容詞活

用型と、「シズカ-ジャッ-タ」のような名詞活用型が

ある。名詞述語は、「学生-ジャッ-タ」の形しかない。

なお、形容名詞述語・名詞述語ともに「シズカヤッ

タ」「学生ヤッタ」のように「-ヤッタ」を用いるこ

とがあるのも、断定過去形と共通している。 

〈中止形〉 

 共通語と同じ「シズカデ」「学生デ」用いられる。 

  ・アレカラー ホンデモ ヤッパ ゲンキデナー

（あれからそれでもやっぱり元気でねえ。）

（大月） 

  ・アノ ジューヨッカニー アノー シンモジャノ 

オドリデ ジューロクニチガ ソノー センシ

シャノ オドリデナーシ（あの 14 日に新亡者

の踊りで、16 日が戦死者の踊りでねえ。）（大

月） 

〈仮定形〉 

 共通語と同じナラ（バ）形「シズカナラ（バ）」「学

生ナラ（バ）」、タラ形「シズカジャッタラ」「学生ジ

ャッタラ」のほかに、形容名詞述語では、形容詞活

用型の活用形が加わる。すなわち、「ケレ-バ」に由

来する「ケリャー」を後続させた「シズカナケリャ

ー」と、形容詞の音便語幹「カッ」に「タラ」を付

けた「シズカナカッタラ」の 2 つである。 

 また、中止形に取り立て助詞「ワ」が付いた「シ

ズカデワ」「学生デワ」、またはその融合形「シズカ

ジャ（ー）」「学生ジャ（ー）」も用いられる。 

  ・マー イマノ トコロジャノー（まあ今のとこ

ろでは、）（大方） 

〈否定形〉 

 形容名詞述語では「シズカジャナイ」「シズカデナ

イ」が、名詞述語では「学生ジャナイ」「学生デナイ」

が用いられる。「シズカジャナイ」「学生ジャナイ」

の「ジャ」は中止形の「デ」と取り立て助詞「ワ」

が融合したものであるが、「-デナイ」と「-ジャナイ」

はほぼ同じ意味である。なお、「シズカヤナイ」「学

生ヤナイ」のように「-ヤナイ」を使うこともある。 

  ・ソンナニ キレイヤナイジャイカ。（そんなに

綺麗でないではないか。）（方言） 

  ・ソンナモナー エヂャーナイ。（そんなものは

絵じゃない。）（方言） 

  ・ケンド ソリャー ヨメバッカリ エー モンヂ

ャナイ カタヒラバッカリ エーモンジャナ

イケニ オマエモ ナカナカ ヨカロー（だけ

ど、それは嫁だけがいいためじゃない。片方

ばかりがいいためじゃないから、あなたもな

かなか（心掛けが）いいわけだろう。）（大方） 

〈なる形〉 

 共通語と同様、「シズカニナル」「学生ニナル」と

いう形をとる。「ニ」は「ン」と発音されることがあ

る。 

  ・横瀬川いおろちん血んながれち、三日三晩ま

っかになったつけんねや。（横瀬川におろち

の値が流れて、三日三晩真っ赤になったとい

うからね。）（昔話・宿毛市山奈町・「白べん

黒べん」） 

  ・そいから、べんらあ二ひきがワンワン、ワン

ワンつっかかり、つっかかり、おおごとんな

っちねや。（それから、べん［＝犬の名前］

達二匹がワンワン、ワンワンつっかかり、つ

っかかり、大事になってね。）（昔話・宿毛市

山奈町・「白べん黒べん」） 

〈丁寧形〉 

 丁寧形は、形容名詞・名詞に「デス」を付加した

形「シズカデス」「学生デス」を用いる。 

  ・エ イマ キュージューエンデス（ええ、いま

90 円です。）（大月） 

 形容名詞述語で、古くは「シズカニゴザイマス」

という形が使われていたこともあるが、今はほとん

ど聞かれない。 

  ・ハー ゲンキニ ゴザイマス（はあ、元気でご

ざいます。）（大月） 

〈のだ形〉 

 「のだ」形は、形容名詞・名詞に「ナガ」を付け

た形「シズカナガ」「学生ナガ」を用いる。「のだ」
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形自体は名詞述語相当の活用をとる。したがって断

定非過去形において、終助詞「ヨ・ゼ・ゾ・カ」が

続く場合は、「シズカナガ｛ヨ／ゼ／ゾ｝（静かなん

だよ）、「シズカナガカ（静かなのか）」のように「ジ

ャ」を介さない形を用いる。それ以外の環境では、

「シズカナガジャケンド（静かなんだけど）」のよう

に「ジャ」を介して後の形式に接続する。 

  ・ソンナガヂャナイ（そういうわけじゃない［直

訳：そんなのじゃない］）（大方） 
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